
  

 

 

 

 

 

 

日暮れが少しずつ早くなってきました。様々な秋を五感で感じられる時期です。 

読書をしながら至福のひとときを過ごしてみては、いかがですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊後期図書購入希望調査について＊ 

来月から後期になります。後期も皆さんが今読みたい本や、おすすめしたい本の情報をいただ

きたいと考えております。各クラスに配布する用紙に記入してください。よろしくお願いします。 

Papyrus
パ ピ ル ス

 

南三陸高校図書館だより 2026.9.18 発行 

(   )は、著者名・編著者名・出版社名です。 

０ 総記 

○本を読めなくなった人たち（稲田豊史） 

１ 哲学・宗教 

○かくれトラウマ（井上陽平） 

○思考のストレッチ（田村正資） 

○アオアシに学ぶ「考える葦」の育ち方（仲山進也） 

２ 歴史・地理 

○旅して学ぶ台湾（赤松美和子） 

○るるぶ京都大阪（JTB パブリッシング） 

○47 都道府県だけじゃない日本の分け方（成美堂出版編集部） 

３ 社会科学 

○それ犯罪です!（松井浩一郎） 

○早わかりひもとロープの結び方（小暮幹雄） 

○科学的根拠に基づく最高の勉強法（安川康介） 

○マンガでわかる!高校生の就職活動（吉田優子） 

○マンガでやさしくわかる日商簿記 3 級 改訂 3 版（前田信弘） 

４ 自然科学・医学 

○化石のきほん（泉賢太郎） 

○本当はこんなに面白い!物理の話（川村康文） 

○ぱっと見わけ観察を楽しむ野鳥図鑑 増補改訂版（樋口広芳） 

○リアルサイズ古生物図鑑 古生代編、中生代編、新生代編（土屋健） 

○3D 地図と写真で「なぜ」と「今」がわかる日本の地形図鑑（高橋典嗣） 

 

今回の新着図書には、図書委員が皆さんに読んでもらい

たいと考えて、書店で選んだ図書がたくさん入っていま

す！是非、手にして読んでみてください。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年の「中秋の名月」（太陰太陽暦８月１５日の夜に見える月）は、９月２５日です。 

今年は、名月が２５日、満月が２７日となり、２日ずれています。 

「中秋の名月」は「芋名月」、「十三夜」（太陰太陽暦９月１３日の夜に見える月）は 

「栗名月」「豆名月」と呼ばれたりしています。今年の「十三夜」は、１０月２３日です。 

国立天文台 ２０２６ 「ほしぞら情報２０２６年９月 中秋の名月（２０２６年９月）」 国立天文台ホームページ 

（２０２６年９月１５日取得 https://www.nao.ac.jp/astro/sky/2026/09-topics03.html） 

 

♪ うさぎ うさぎ ♪ 

♪ なにみてはねる ♪ 

♪ じゅうごやおつきさま ♪ 

♪ みてはねる ♪ 

(   )は、著者名・編著者名・出版社名です。 

５ 技術・家政学 

○なんとかなるおやつ（emi） 

○薬屋のひとりごと猫猫の調合書（日向夏） 

○まいにち食べたいキャロットケーキ（urara） 

○高校生発!発明品・ご当地商品（三省堂編修所） 

○僕が使ったペットボトルはどこへ行く?（木口達也） 

○日本ご当地おやつ大全（日本懐かし大全シリーズ編集部） 

７ 芸術・スポーツ 

○動画で学ぶ弓道（石山佳彦） 

○新さかな・釣り検索（つり人社） 

○さわれるまなべるうみのいきもの 新装改訂版（ナタリー・シュー） 

８ 言語 

○わんこ四字熟語辞典（西川清史） 

○「好き」を言語化する技術（三宅香帆） 

９ 文学 

○観覧車（赤川次郎）             

○カミュの歌鳥（中村紬）          ○いただきます。（喜多川泰） 

○星を掬う（町田そのこ）          ○今昔奈良物語集（あをにまる） 

○ひよりやま食堂（奥乃桜子）       ○満月珈琲店の星詠み（望月麻衣） 

○偽医者がいる村（藤ノ木優）       ○天久翼の読心カルテ（知念実希人） 

○この恋は世界でいちばん美しい雨（宇山佳佑） 

○小説版都市伝説解体センター 上（松澤くれは） 

○月がきれいな夜に、誰かに思い出してほしかった（川代紗生） 

○3 分後にゾッとする話 47 都道府県の怖い話、絶叫交差点（理論社）   
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